



た日本語版認知欲求尺度 （the Japanese version of 




それを楽しむ内発的な傾向 （Cacioppo & Petty, 
1982） と定義される個人特性であり、Cacioppo & 
Petty （1982） が作成した認知欲求尺度により測定
され、尺度には18項目からなる短縮版も存在す
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The need for cognition is the tendency to engage in and enjoy thinking, which has been assessed by the 
Need for Cognition Scale (NCS). This study compared the factor structure and validity of the Japanese version 
of the NCS in a voluntary panel Web survey with previous studies. Exploratory factor analyses of the Japanese 
version of the NCS in two samples (N ＝ 1,138 and N ＝ 1,338) indicated a three-factor structure that was 
different from previous studies. One of the three factors contained positively worded items, and another factor 
contained the negatively worded items. The positive item score was positively correlated, whereas the 
negative item score was not correlated with the maximization tendency score of the Japanese version of the 
Regret and Maximization Scale (JRMS). Also, positive and negative item scores facilitated the tendency-to-
regret score of the JRMS. These results suggest that the factor reflected by the positive item score differed 
from the factor reflected by the negative item score. The validity and utility of the Japanese version of NCS 
are discussed.

















Cacioppo & Petty （1982） の認知欲求尺度について
は、以前から複数因子によって構成される可能性
が議論されている （Lord, & Putrevu, 2006; Tanaka, 



































Repetitive Thinking Questionnaire （以下、RTQと




















坂上・北岡・佐々木 （2016） は、Swain, Weathers, 















Lalande, 2006; Davis, Severy, Kraus, & Whitaker, 
1993; Forsterlee, & Ho, 1999; Hevey et al., 2012）。
これらの研究結果はおおむね一貫しており、







































まず、Rosenberg Self Esteem Scale （Rosenberg, 
1965, 1989） は、古くから、逆転項目が別因子を
構成することが知られていた （Carmines & Zeller, 
1979; Marsh, 1996; Motl & DiStefano, 2002; Quilty, 





































認知欲求尺度についても、短縮版 （Cacioppo et 
al., 1984） において、逆転項目に関わる因子が想






に抽出した後、本調査を2017年 1月20日 （金） か




























関わる後悔 （以下、人生後悔とする） 4項目 （例：
「くよくよ過去の事を悔やむ方だ」） と購入行動に











別 2区分と年代 6区分 （20－79歳を10歳ごとに
分割） を組み合わせた12区分に各100名ずつ、総
数1,200人を本調査に割り当てた。事前調査は










































で5.28, 2.50, 1.13, 0.87, 0.76, …, サンプル 2で




































－.01 .83 .05 .68 －.02 .81 .67
かなり頭を使わなければ達成されないようなことを
目標にすることが多い
－.03 .64 －.20 .53 .02 .71 .50
課題について必要以上に考えてしまう .12 .18 －.66 .53
新しい考え方を学ぶことにはあまり興味がない (r) .74 .03 .03 .52 .74 .04 .52
一生懸命考え , 多くの知的な努力を必要とする重要
な課題を成し遂げることに特に満足を感じる
－.14 .56 －.16 .46 －.11 .61 .45
必要以上には考えない (r) .58 .15 .37 .39 .51 .04 .24
一度覚えてしまえばあまり考えなくてもよい課題が
好きだ (r)
.54 －.07 －.19 .36 .57 .01 .32
長時間一生懸命考えることは苦手なほうである (r) .70 －.06 －.06 .53 .71 －.03 .52
考えることは楽しくない (r) .73 －.06 －.04 .58 .75 －.03 .58
深く考えなければならないような状況は避けようと
する (r)
.71 －.04 －.02 .53 .72 －.01 .52
自分が人生で何をすべきかについて考えるのは好き
ではない (r)
.68 －.01 .01 .47 .68 .00 .47
常に頭を使わなければ満足できない －.05 .69 －.09 .55 －.02 .74 .56
自分の人生は解決しなければならない難問が多い方
がよい
.19 .37 －.21 .20 .24 .45 .16
簡単な問題よりも複雑な問題のほうが好きだ －.01 .83 .17 .66 －.04 .76 .60
問題の答えがなぜそうなるのかを理解するよりも、
単純に答えだけを知っている方がよい (r)
.69 .04 －.03 .45 .71 .08 .46
因子寄与 4.24 3.63 1.01 4.28 3.57
因子間相関　第一因子 －.42 .01 －.45
　　　　　　第二因子 －.23
　　　　　　第三因子









は、 サンプル 1で5.26, 2.31, 0.92, 0.85, 0.69, …, サ
ンプル 2で5.68, 2.11, 0.81, 0.79, 0.70, …であった。
カイザー基準に照らすと 2因子解が妥当であると
判断された。モデル適合度は、RMSEAがサンプ
ル 1で .07、サンプル 2で .07であり、十分な適合
を示していた。いずれのサンプルにおいても、
第一因子は逆転項目 8項目に強く負荷していた





























－.04 .81 .07 .67 －.03 .79 .66
かなり頭を使わなければ達成されないようなことを
目標にすることが多い
.00 .73 －.05 .55 .02 .75 .55
課題について必要以上に考えてしまう .13 .13 －.81 .69
新しい考え方を学ぶことにはあまり興味がない (r) .64 －.04 .00 .45 .65 －.04 .45
一生懸命考え , 多くの知的な努力を必要とする重要
な課題を成し遂げることに特に満足を感じる
－.14 .63 －.11 .55 －.12 .66 .54
必要以上には考えない (r) .54 .16 .39 .40 .53 .08 .24
一度覚えてしまえばあまり考えなくてもよい課題が
好きだ (r)
.53 －.11 －.14 .35 .52 －.09 .33
長時間一生懸命考えることは苦手なほうである (r) .71 －.09 －.03 .58 .72 －.08 .58
考えることは楽しくない (r) .70 －.01 －.07 .49 .70 .01 .49
深く考えなければならないような状況は避けようと
する (r)
.76 －.03 －.02 .60 .76 －.02 .60
自分が人生で何をすべきかについて考えるのは好き
ではない (r)
.67 .02 －.01 .43 .67 .03 .43
常に頭を使わなければ満足できない －.08 .70 －.07 .58 －.06 .72 .57
自分の人生は解決しなければならない難問が多い方
がよい
.23 .58 －.05 .27 .25 .61 .27
簡単な問題よりも複雑な問題のほうが好きだ －.06 .78 .06 .64 －.04 .77 .63
問題の答えがなぜそうなるのかを理解するよりも、
単純に答えだけを知っている方がよい (r)
.74 .16 .05 .46 .75 .16 .46
因子寄与 4.52 4.16 1.05 4.53 4.18
因子間相関　第一因子 －.51 .10 －.53
　　　　　　第二因子 －.19
　　　　　　第三因子















相関が認められた （ r＝-.45, p<.001）。なお、因
子分析において不適切項目の可能性がある「課題
について必要以上に考えてしまう」は、サンプル
1において全項目得点 （ r＝ .25, p<.001）、正順項
目得点 （ r＝ .32, p<.001） と正相関を示したが、
逆転項目得点とは無相関 （ r＝ .03） であった。サ
ンプル2においても、同様に全項目得点 （ r＝ .25, 






入後悔得点 （ r＝ .38, p<.001） ならびに人生後悔
得点 （ r＝ .36, p<.001） と弱い正相関を示した。
購入後悔得点と人生後悔得点との間には中程度の
正相関が認められた （ r＝ .63, p<.001）。日本語
版NCSの全項目得点は、追求者得点と弱い正相
関 （ r＝ .31, p<.001）、購入後悔得点 （ r＝-.11, p 
<.001） ならびに人生後悔得点 （ r＝-.15, p<.001）
と弱い負相関を示した。しかし、正順項目得点









ンプル 2において4.07 （SD＝0.81） となった。ま
た、「課題について必要以上に考えてしまう」を
除く正順項目 6項目におけるα係数はサンプル 1
で .83、サンプル 2で .86となり、逆転項目 8項目






均はサンプル 1で3.97 （SD＝0.93）、サンプル 2
で3.83 （SD＝1.03） であった。逆転項目得点の平
均はサンプル 1で3.74 （SD＝0.93）、サンプル 2
で3.76 （SD＝0.96） であった。
また、サンプル 1における JRMSに関して、追




（M＝2.73, SD＝0.79）、人生後悔得点 （M＝3.13, 
SD＝0.86） とした。
Table 3　サンプル 1における日本語版NCSおよび JRMS下位尺度得点間の相関係数
日本語版NCS JRMS
全項目 正順項目 逆転項目 追及者 購入後悔 人生後悔
全項目 1.00
正順項目  .78 *** 1.00
逆転項目 －.85 *** －.36 *** 1.00
追及者  .31 ***  .38 *** (.37) *** －.12 *** (.02) 1.00
購入後悔 －.11 ***  .12 *** (.24) ***  .29 *** (.28) ***  .38 *** 1.00



















































後悔得点 （ r＝ .12, p<.001） と弱い正相関を示す
一方、人生後悔とは無相関であった （ r＝-.03）。
また、逆転項目得点は、追求者得点と弱い負相
関 （ r＝-.12, p<.001） を示す一方、購入後悔得点









得点は追求者得点 （ rp＝ .37, p<.001）、購入後悔
（ rp＝ .24, p<.001）、人生後悔 （ rp＝ .08, p<.01）
と正相関を示した。ところが、正順項目得点を統
制した場合、 逆転項目得点は追求者得点と無相関
（ rp＝ .02） であり、購入後悔 （ rp＝ .28, p<.001）、
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査は調査会社のポリシーに従って実施されて
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